
 

 

子どもの咬合を考える会 
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HC=0を達成するための取り組み
～生涯を通した原則に対する私の考察～

Life Focus Institute & Academy
せきぐち歯科こども矯正歯科

Kazuki Sekiguchi

0-Concept
HC=0（Health Care 0）

There is a reason for everything.

Dr. Daryl R.Beach Prof. John Mew

pdマイクロスコープコース 筋機能療法コース

成人における咬合再構成：咬合学
顎口腔系の機能的回復：補綴学・矯正学

解剖学・人類学・発生学
咬合の構成要素：咬合平面・下顎位・ガイド

キーワードは「原因」と「代償」



§1
OMTとは

Orofacial Myofunctional Therapyとは

単なる筋トレではなく、健康でいられるために必要な治療

MFT・OMFTと同義
似たものとしてTongue thrust therapyがある。

こんな人見かけませんか？

口腔内
・歯並びの問題がある
・歯の欠損がある
・咬耗・摩耗が激しい
・破折を繰り返す

顔貌
・面長な人
・おくちをぽかんと開いている
・眼の下のクマがある

機能的症状
・治療中むせる
・日常よくむせる
・いびきがある
・顎関節症がある
・誤嚥性肺炎の既往がある

子ども
・くちゃくちゃたべ
・悪い姿勢
・落ち着きがない

口腔顔面筋機能障害
Orofacial Myofunctional Disorders

（OMDｓ）

を治す治療が

口腔顔面筋機能療法
Orofacial Myofunctional Therapy

（OMT）

Orofacial Myofunctional Therapy

OMTを行う人

Orofacial Myofunctional Therapist
口腔顔面筋機能療法士

歯科衛生士、言語聴覚士を始め、OMTを行う人
不正咬合が見られる場合、必ずOMDが存在するため、OMTが必須となる

↓

Therapistの役割は大変重要である！



§2
OMTのメカニズムと各論

OMTって何をすればよいの？

OMTはOMDを治すための治療
OMTの治療目標は…筋の最適なポスチャー

ポスチャーとは…動的な影響のない体の部分の相対的な配置

舌は口蓋に位置し、口唇は閉じ、1日4～8時間歯が
軽く咬み合っているという正しいオーラルポスチャー
が達成される時、顎と歯の理想的発育が確立される。

Dr. John Mew

ポスチャーとマッスルトーン

ポスチャー：動的な影響のない体の部分の相対的な配置
マッスルトーン：

Dr. John Mew

OMTの目標

筋の最適なポスチャー

Melvin Moss

Capsular Matrix : 被膜マトリックス

顎顔面における「空間」が大事である。
筋肉は顎顔面の被膜を形成する壁の大部分を占めている。
筋のポスチャーやマッスルトーンの状態によって口腔並びに
咽頭の空間のサイズや形が決まる。

消化器系や呼吸器系が正しく機能するためには、口腔や鼻咽頭が機能的に十
分に開存していなければならない。
→生理的な空間条件を整えることが、顔面頭蓋の発育に対する後成的制御に
極めて大切である。

ML Moss et al.The primary role of functional matrices in facial growth Am J Orthod (1969)
ML Moss et al.The capsular matrix Am J Orthod (1969)

口腔周囲の軟組織の被膜が「被膜気質」を構成し、成長に伴う被膜の拡張によって下顎の空間にお
ける位置が下方・前方に転移する。口腔周囲の被膜の筋肉部分が、下顎の前下方の変位を規定する
重要な役割を果たしているものと思われる。基本的に、下顎懸垂筋の状態によって下顎骨の位置が決
まり、発育過程での下顎位も筋肉で規定される。

Melvin Moss

Capsular Matrix : 被膜マトリックス

ML Moss et al.The primary role of functional matrices in facial growth Am J Orthod (1969)
ML Moss et al.The capsular matrix Am J Orthod (1969)

Dr. Rolf  Fränkel

空間を変えることにより
Muscle Toneの最適化



ポスチャー ： 静的な配置
→ポスチャーの異常

：お口ぽかん・低位舌

機能 ： 動的な状態
→機能の異常：正常なポスチャーが獲得できないことによる代償

：口呼吸・異常嚥下

ポスチャーとは？機能とは？

マッスルトーン
Muscle Tone

ポスチャー（舌・口唇・頬筋など）が最適な場合、その筋の緊張は
プラスでもマイナスない状態で静止している。

Muscle Tone：マッスルトーンの重要性

理想的なTongue Up
陰圧形成している

バクシネーターリング
口輪筋
頬筋
上咽頭収縮筋

Melvin Moss

空間の考察

ML Moss et al.The primary role of functional matrices in facial growth Am J Orthod (1969)
ML Moss et al.The capsular matrix Am J Orthod (1969)

空間は二つある

鼻から肺までの空間
口腔から食道に入る空間

最適化するのに必要な項目

マッスルトーン：筋のポスチャー
機能：摂食嚥下・呼吸機能

発達・発育期における
タングポスチャーと呼吸機能の重要性

Enlow 「カウンターパートの原理」

Enlow DH, Azuma M. Functional growth boundaries in the human and mammalian face. Birth Defects
Orig Artic Ser. 1975;11(7):217-30. PMID: 1212506.

Ramirez-Yañez, G.O. (2019). Craniofacial Growth and Development. In: Liem, E. (eds) Sleep Disorders
in Pediatric Dentistry . Springer, Cham. https://doi.org/10.1007/978-3-030-13269-9_3

Adult 12YO 6YO 1YO Birth

Adult

12YO

6YO

1YO

Birth

鼻上顎
複合体

前頭葉

下顎体

下顎枝

側頭葉

鼻咽頭

中頭蓋
窩

前頭蓋窩

PM plane

オープンマウスポスチャーを示す兆候

厚い口唇 富士山型 荒れた口唇

口唇MuscleToneの亢進を示す兆候 上下唇マッスルトーンの亢進 下唇マッスルトーンの亢進

正常

ポスチャーと
マッスルトーンの

バランスが取れた口唇

Imcmpetent Lip

口唇閉鎖時に
オトガイ筋が緊張

大きなオーバージェットを伴う
過蓋咬合

中顔面下方成長と
著しい過蓋咬合

上顎前歯舌側に下唇が入り込み前歯の唇側傾斜と
オーバージェットの増加をより強めている

頬筋口輪筋複合体が下唇下の溝に位置付けられ、
マッスルトーンの亢進が見られ
下顎前歯の傾斜に影響する

上顎前歯部唇側に下唇粘膜部が
位置付けられることで
過蓋咬合がより強まる

低いナジオン

平行ではない
チークライン

上下唇の突出

オトガイ筋の緊張
Imcmpetent Lip

頭部前傾傾向

ハイアングル傾向

耳の見え方の左右差

眼窩上縁と平行でない口裂
やや分厚い唇

上下唇
マッスルトーンの亢進

オトガイ筋の緊張
Imcmpetent Lip



OMTの目標

筋の最適なポスチャー

…を達成するために
正しい嚥下の習得も必要

正しい嚥下機能

代償として何が見られるか
含む水の量
頬筋・口輪筋・オトガイ筋の緊張
うなづき・まばたき など

OMTの目標

筋の最適なポスチャー

…を達成するために
正しい嚥下の習得も必要

OMTの目標

筋の最適なポスチャー

この筋の状態を
常に維持できる

そのためにするべきことは？

&TonguePosture morphology

舌の挙上とは？

&TonguePosture morphology

舌の挙上とは？舌は前も後ろも挙上している



Proper Tongue Posture & 
Closure of the Fauces

想像してみましょう

筋の不適切なポスチャー
舌の形は？
動きは？
機能は？（吸い上げ）
嚥下は？
口唇は？

状態に合わせてOMTを処方していく

想像してみましょう

筋の不適切なポスチャー
舌の形は？内舌筋
動きは？外舌筋
機能は？（吸い上げ）外舌筋
嚥下は？内舌筋・外舌筋
口唇は？口輪筋・頬筋
その他周辺の筋も複雑に関与

それぞれの筋の働きを考える

やってみようOMT！

スポット
タンクリック
吸い上げ
サーフボード
スタチュースワロー
バルーンチーク
ベロ回し
ビックリ顔
亀の顔

機能的側面

構造的側面

筋のポスチャー
筋の機能

生理機能

歯列・咬合頭蓋顔面

先
天
的
因
子

環
境
因
子

安定

原因をすべて解決する

機能的側面

構造的側面

筋のポスチャー
筋の機能

生理機能

歯列・咬合頭蓋顔面

先
天
的
因
子

環
境
因
子

安定

原因：悪化因子をすべて解決する
OMD
口腔顔面
筋機能障害

不正な呼吸
姿勢

狭い顎
前方・側方

不正咬合
歯列不正

軟組織
可動制限

問題のある
生活習慣

Diet/栄養
住環境
睡眠習慣



想像してみましょう

筋の不適切なポスチャー
舌の形は？内舌筋
動きは？外舌筋
機能は？（吸い上げ）外舌筋
嚥下は？内舌筋・外舌筋
口唇は？口輪筋・頬筋
その他周辺の筋も複雑に関与

それぞれの筋の働きを考える

OMTを成功させるために

・ワークブックやレッスンバッグ
・ゴール達成のチャートや景品
・OMTにゲーム性を持たせる
・飽きない様にエクササイズの
バリエーションを持たせる
・通院頻度の調整
・環境を整える

HC=0を達成するための取り組み
～生涯を通した原則に対する私の考察～

Life Focus Institute & Academy
せきぐち歯科こども矯正歯科

Kazuki Sekiguchi

0-Concept
HC=0（Health Care 0）

There is a reason for everything.

Dr. Daryl R.Beach Prof. John Mew



歯科医療への道
医療の最終目標

Ｈｅａｌｔｈ Ｃａｒｅ - ０   Dr.Ｂｅａｃｈ

  （健康管理の必要性が皆無になること）

医は医なきを期す  東洋の諺

Referenced from 
Dr.Fujimaki Dr.Beachの素晴らしい点

幅広く様々な分野がある歯科医療を
シンプルにカテゴライズし

治療計画を立案できるトータルシステムを
考案した

基本的予防処置と
積極的予防処置による
治療計画

SI INDEX

成人における咬合再構成：咬合学
顎口腔系の機能的回復：補綴学・矯正学

解剖学・人類学・発生学
咬合の構成要素：咬合平面・下顎位・ガイド

追い求めてきたもの

咬合の最適化
長期的予後良好

オーバートリートメントしない

子どもの成長は待ってくれません！
ここでしっかりと対応できるかどうかで

子どもの未来が変わります！

Prof. John Mew

舌のポスチャーと口唇閉鎖の重要性
中顔面・下顔面の前方成長

There is a reason for everything.



2020  12YO2016  8YO

舌のポスチャーと前方成長に着目した治療

2024  14YO2020  10YO2018  8YO

舌のポスチャーと前方成長に着目した治療

臨床は必ず総合的視点から思考をスタート
現症の診断

↓
なぜそうなったか？
過去に何があったか？
これから何が起こるか？

生涯安定するにはどうすれば良いか？

§3
代償サイクル

キーワードは「原因」と「代償」
「原因」にアプローチすることで

「代償」を防ぐ、治す



予防

予防医療.jpより

不正咬合は予防できるのか？
どの段階を以て予防と言えるのか！？

８０２０達成者の咬合状態は，
反対咬合および開咬は認められず，

概ね良好であった

2016 東京歯科大学矯正学講座

咬合関係との関連

関口のフィロソフィー

生涯にわたる形態・機能の安定を目指す

→現症を時間軸的側面を含め総合的に捉え、
原因（悪化因子）をすべて解決する

→HealthCare=0
：医療介入の必要性が無くなること を目標に



頭蓋顔面の発育

Christian Guilleminaultによる仮説
→胎児期における最後の3ヶ月、胎児は羊水を嚥下し嚥下訓練を行
う。またそれにより外側翼突筋も活性化され下顎枝の良い発育に繋
がる。早産の場合これが適切になされず、顎口腔系の発育に問題が
生じる。
→満期出産のためには母体の健康（主に食と睡眠）が必要不可欠
である。
→出産後の母乳育児
→離乳食：咀嚼・嚥下機能の活性化

ポッテンジャーの猫

・各種に適した自然食を摂取しないことは病気に繋がる。

・900匹の猫を自然食群と加工食品群に分け、世代を超えた
変化を観察する実験が行われた。

・自然食を与えられたグループは健康を維持し、世代を超えて
繁殖を続けた。一方、加工食品を与えられたグループでは、世
代を重ねるごとに健康問題が増加し、4代目までにほぼ絶滅
状態となった。

・問題点にはアレルギー、不妊、攻撃性などが含まれた。

胎児期

発育と同時
に機能の発達
は胎児期から
始まっている
ため、ゼロか
らのスタート
ではない→

早産
発育不全

満期出産

胎児期



早産
発育不全

満期出産

胎児期

老年期での口腔機能低下症は存在するか？
元々口腔機能低下していたものが口腔機能障害になるではないか？

壮年期まではこれらの問題が明確にならないだけで、
幼少期から問題を抱えていた可能性がある

Phases of Causes and Compensation

最適でない母乳育児
知識
哺乳瓶
鼻づまり
舌小帯短縮症

不適切なポスチャー
低位舌
おくちポカン

後天性頭蓋顔面形態異常
狭い口蓋
高口蓋
など

不正咬合/叢生

不適切な機能
異常嚥下
口呼吸 狭い気道

悪い姿勢
睡眠関連呼吸障害/
睡眠時無呼吸

顎関節症
う蝕と歯周疾患の進行
歯の欠損

様々な疾患
(心疾患,脳血管疾患 etc.)
咀嚼・嚥下機能低下
誤嚥性肺炎

早産

満期産

OMD
不正咬合

欠損を伴う
不正咬合

後戻りのできない
代償サイクル

最適でない母乳育児
知識
哺乳瓶
鼻づまり
舌小帯短縮症

不適切なポスチャー
低位舌
おくちポカン

不適切な機能
異常嚥下
口呼吸

顎関節症
う蝕と歯周疾患の進行
歯の欠損

様々な疾患
(心疾患,脳血管疾患 etc.)
咀嚼・嚥下機能低下
誤嚥性肺炎

舌と呼吸機能が生涯を通して一貫した共通点

胎児期

後天性頭蓋顔面形態異常
狭い口蓋
高口蓋など

不正咬合/叢生

狭い気道
悪い姿勢
睡眠関連呼吸障害/
睡眠時無呼吸

機能的側面

構造的側面

筋のポスチャー
筋の機能

生理機能

歯列・咬合頭蓋顔面

先
天
的
因
子

環
境
因
子

安定

原因をすべて解決する

機能的側面

構造的側面

筋のポスチャー
筋の機能

生理機能

歯列・咬合頭蓋顔面

先
天
的
因
子

環
境
因
子

安定

原因：悪化因子をすべて解決する
OMD
口腔顔面
筋機能障害

不正な呼吸
姿勢

狭い顎
前方・側方

不正咬合
歯列不正

軟組織
可動制限

問題のある
生活習慣

Diet/栄養
住環境
睡眠習慣



Life Focus Institute & Academy

2025年度 下半期コース

〇筋機能訓練を主体とした小児不正咬合へのアプローチ
日程：
Day1:10.19 or 10.02   Day2:11.16 or 12.04   Day3:12.14
Day4:01.11 or 01.25   Day5:02.01

場所：東京もしくは埼玉
時間：10:00～16:30
〇pdマイクロスコープコース
日程：11.02・11.03
場所：せきぐち歯科こども矯正歯科（埼玉）
時間：Day1:10:00～16:30 Day2:9:00～16:00 gu_kazuki@yahoo.co.jp

関口 一樹
kazuki_music_photograph_dental

Life_focus_institute

関口 一樹



                                                             

                                                             

                                                             

                                                             

                                                             

                                                             

                                                             

 

                                                             

                                                             

                                                             

 

                                                             

                                                             

                                                             

 

                                                             

                                                             

                                                             

 

                                                             

                                                             

                                                             

 

                                                             

                                                             

                                                             

 

                                                             

                                                             

                                                                                                                    

                                                             

                                                             



                                                             

                                                             

                                                             

                                                             

                                                             

                                                             

                                                             

 

                                                             

                                                             

                                                             

 

                                                             

                                                             

                                                             

 

                                                             

                                                             

                                                             

 

                                                             

                                                             

                                                             

 

                                                             

                                                             

                                                             

                                                                                                                                                                     

           


